
 

 

 

ROTARY CLUB OF NAGOYA AIRPORT since 29 July,1974 

第 214８回例会 

      2023 年 11 月 6 日 (月) 第 14 回           

● 司  会   SAA  田邊 雅彦 君 

● 点  鐘   会 長  阿萬 裕子 君 

● 例会行事  入会式 古坐 栄一 君 

● 卓  話  米山奨学委員会 副委員長 

            七田 隆二 君（守山 RC） 

     「米山奨学事業の概要及び特別寄付について」 

 

    会 長 挨 拶             

名古屋空港ロータリークラブ 会長 阿萬 裕子 君 

 

皆さん、こんにちは。 

１０月２２日（日）の豊山町産業まつりに多くの会員の皆

様にご参加いただきありがとうございました。 

１０月２４日は世界ポリオデーです。ロータリークラブは

ポリオ根絶のための活動を行っています。ポリオ根絶募金

には会員の皆様にもご協力いただき２１，７１９円が集ま

りました。小さいお子さんも寄付してくださりロータリー

の活動を知っていただく良い機会になったと思います。 

また、インターアクトのブースでも多くの方にお買い物い

ただき「無料塾」について興味深くご質問される方もいて 

是非この活動が継続出来れば良いのかな、と思います。 

ご協力いただきました皆様、本当にありがとうございました。 

さて、私事ですが、１１月２日から５日までお客様の５０

周年記念グアム旅行に同行させていただきました。 

グアムはコロナの後の復調兆しの中、今年５月に大型台風

に襲われ復興に時間がかかっていました。 

風速 80 キロで立っていられなく車も飛ばされたと言って

いました。 

その影響か観光客がとても少なく感じました。また、タク

シーはほとんどいなく移動に苦労しました。 

今後のグアムの観光についてガイドさんが尋ねたところ、

もう観光に力を入れなくても沖縄駐留米海兵隊 5,000 人

がグアム基地に来ることとなっており賃貸業で生計を立て

ると言っていたそうです。 

また、現地のガイドにコロナ中どうしていたのか聞いてみ

たらグアムとアメリカの補償で月４０万円の給付がありゴ

ロゴロしていたとの事で日本の補償が少なすぎる、と言っ

ていました。 

グローバルな視点を養うため、海外姉妹提携先や国際大会

で是非多くの皆さまにご参加いただきたいと思います。 

 

 
ありがとうございました。 

 

         委 員 会 報 告           

● 出席報告 （ 井上 辰男 君 ） 

 

会員数 51 人 出席率 83.72 ％
出席義務者 23 出席義務者 6
出席免除者 13 出席免除者 8
出席合計 36 欠席合計 14

本日の例会
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● ニコニコボックス報告（ 三好 潤 君 ）        

 

本日、卓話で伺いました。 

よろしくお願いします。        七田 隆二 君 

 

七田様 宜しくお願いします。 

アテンダンス表彰ありがとうございます。 阿萬 裕子 君  

              

七田隆二様 本日は卓話を宜しくお願いします。 

また、古坐君 入会おめでとう。    伊藤 康司  君 

 

結婚記念日を祝っていただきありがとうございます。 

入谷 宏典 君 

 

古坐君 ようこそ我がクラブへ 

これから お互いに頑張りましょう。  金井 和治 君 

              

結婚記念日を祝っていただいてありがとうございます。 

杉本 敦永 君 

 

結婚記念日を祝っていただいて。    中島 俊朗 君 

 

誕生日を祝っていただいて。      中林 正人 君 

 

古坐君の入会を歓迎して！        原田 好展 君 

 

古坐君 入会おめでとうございます。   真城 壮司 君 

 

誕生日を祝っていただきありがとうございます。       

安江 寛二 君 

今日も元気で！ 

 

 
ご協力ありがとうございました。 

 

～「入 会 式」～ 
古坐 栄一 君 紹介者 伊藤 康司 君 

 

12 年 阿萬 裕子 君     12 年 田中 秀典 君 

 

22 日 波多野 真 君    23 日 中林 正人 君 

24 日 安江 寛二 君 

 

3 日 中島 俊朗 君    3 日 稲熊 正徳 君 

3 日 入谷 宏典 君    26 日  杉本 敦永 君 

原田 好展 君 
 

～米山奨学委員会卓話～ 
担当：R財団・米山奨学委員会 

『 米山奨学事業の概要及び   
特別寄付について 』 

地区米山記念奨学委員会 副委員長  
七田 隆二 君 (守山 RC) 

 
本日、ロータリー米山記念奨学事業の卓話をさせていただ

きます。日頃は米山記念奨学事業へのご理解とご協力を頂

き、誠に有り難うございます。 

名古屋空港ＲＣ様には留学生の世話クラブになって頂き、

普通寄付金と特別寄付金を頂きまして委員会を代表して御

礼申し上げます。 

今年度で地区に出向５年目になり現在副委員長をさせて頂

いています。今日は委員会を代表して、名古屋空港ＲＣの

メンバーの皆様に良くご存知の事とは思いますが、米山記

念奨学事業について今一度一緒に学びたいと思います。 

ロータリ歴も 10 年を超え委員会への出向も５年近くにな

っております。入会して半年くらいでカウンセラーのお話

をクラブから頂き、カウンセラーをさせていただきました

のが米山事業との関わり始めた最初でございます。ご存知

の事が多いとは思いますが、米山記念事業は、質・量両面

において大変充実した尚且つとても責任の重い事業であり

ます。主要事業としては、オリエンテーション、春・秋の

伊東　由之 君 稲吉　將秀 君 井上　辰男 君
今村　佳保里 君 内海　辰巳 君 大河　裕之 君
大野　和宏 君 片山　映理子 君 川口　直也 君
北園　守生 君 國田　武二郎 君 栗田　和典 君
古坐　栄一 君 近藤　和彦 君 菅沼　智大 君
鈴木　恵一 君 高山　光雄 君 田邊　雅彦 君
照井　通夫 君 三好　 潤 君 山内　佳紀 君
山北　秀和 君
本日の協力 34 名 52,000      円
本年度の協力累計 659,000    円



２回開催される研修会、そして毎年米山の狭き門に挑んで

来る奨学生候補の皆さんの面接選考会等があります。ま

た、各クラブにおける米山事業の責任者を対象にした、ク

ラブ米山奨学委員長会議、同じくカウンセラーを対象にし

たカウンセラー会議等の研修・情報交換を目的とした事業

もあり、米山事業についてご理解を頂けるように卓話をさ

せて頂きます。 

 

まずは概要を説明します。ロータリー米山記念奨学事業

は、日本のロータリーが作り育てた独自の事業で、34 地

区、全地区が参加する多地区合同活動です。1952 年に

事業が始まって以来、一貫して、日本で学ぶ外国人留学生

を支援しています。 

「公益財団法人ロータリー米山記念奨学会」というのは、

この事業をおこなうために、日本のロータリーが協同して

運営する奨学財団で、財源はすべてみなさんからのご寄付

で成り立っています。 

この奨学金の最大の特長は「世話クラブ・カウンセラー制

度」です。米山奨学生には世話クラブの例会や活動に参加

してもらい、交流することを大切にしています。 

カウンセラーを経験した方からは、「クラブ全員でお世話

する事で、クラブの結束力がアップした」「異文化と触れ

合い、奉仕をしている実感がもてた」など、肯定的意見が

多く寄せられました。 

ロータリー米山記念奨学金は、日本のロータリーの父、米

山梅吉翁の名前を冠した事業です。と言いましても、梅吉

さんの財産で作られたものではありません。 

梅吉さんは、日本で初めての信託会社、三井信託株式会社

を設立したことで知られています。晩年は、三井報恩会を

通じて、ハンセン病や結核の患者を救う助成事業を行い、

私財を投じて小学校を設立するなど、人生を通じて常に、

奉仕に情熱を傾ける人物でありました。 

 
終戦翌年の 1946 年、米山梅吉さんが亡くなりました。 

3 年後の 1949 年、戦争のため解散を余儀なくされてい

た日本のロータリーが、国際ロータリーへ復帰します。 

戦後の落ち着きを取り戻すにつれ、梅吉さんの功績を永遠

に偲ぶことができるような、何か有益な事業をやろうでは

ないかという声が大きくなってきました。 

当時の日本はまだ食糧事情もはかばかしくなく、会員たち

は「クラブへ行けばお茶を入れてもらえる」と、弁当を持

参し、ストーブを囲み、熱心に議論をしていたそうです。 

そして 1952 年、東京 RC が「米山基金」の構想を発表

しました。これは、アジアから優秀な学生を招いて学費を

援助するとともに、二度と戦争の悲劇を繰り返さないため

に“平和日本”を肌で感じてもらいたい、というものでし

た。この「米山基金」が、わずか 5 年で日本の全ロータ

リークラブの共同事業となり、1967 年には財団法人ロ

ータリー米山記念奨学会が設立されました。 

～『国際ロータリーと米山』～ 

米山奨学金は日本のロータリー独自の奉仕事業として作ら

れ、発展してきました。このため、ロータリーの活動では

あるものの、国際ロータリーとは一線を画す状況が自ずと

続いていました。そうした関係が次第に変化してきたのは

2004 年頃からです。 

2004 年 11 月のＲＩ理事会で、「奨学金の授与を通し、

世界理解と平和に貢献されている財団法人ロータリー米山

記念奨学会を称賛する」とされ、これ以降、ロータリー米

山記念奨学会が「多地区合同奉仕活動」（現在は多地区合

同活動）の手続きを取ることにより、ロータリーの名称や

ロータリーマークを今後も続けて使用することを認める、

ということが決議されました。2007 年には全 34 地区

からの同意を得て、国際ロータリーの定める多地区合同奉

仕活動として、すべての手続きを完了しました。 

そして 2014 年 1 月のＲＩ理事会では、ロータリー学友

の定義が拡大され、米山学友もまた、ロータリー学友の一

員となりました。これを受けて、2016 年のソウル国際

大会には世界中から多くの米山学友が集まり、ロータリー

ファミリーの一員として参加したのです。 

次に、米山ではどのくらいの奨学生を支援しているかにつ

いてお話しします。事業規模の大きさを見ると、今年度の

奨学生数は 900 人、これまでの累計では、世界 129 の国

と地域から 23, 509 人受け入れています。出身国別では

中国・韓国・台湾の３カ国が約７割を占めます。奨学生の

国・地域別の割合はグラフのとおりです。累計では中国、

韓国、台湾が多いのですが、最近ではベトナムの奨学生が

急増しており、今では中国に次いで、多くを占めていま

す。今年度の 2760 地区の受入奨学生数は 53 名です。 

なぜ中国人奨学生が多いのですか？と良く聞かれる事があ

ります。まず大前提として、日本の大学等（日本語学校を

除く高等教育機関）で学ぶ外国人留学生のうち 47％、実

に半数近くが中国の学生だということがあります。二つ目

は、米山は、各地区が定める「指定校」から、米山奨学生

としてふさわしい留学生を推薦してもらって、そこから地

区の選考試験を経て、採用されます。指定校のほとんどは

大学ですから、どうしても、元々の在籍割合が影響するわ

けです。そして、推薦者は誰でも良いわけではなく、将来

の活躍が期待される優秀な留学生でなくてはなりません。

実際に面接してみると、「中国の学生はやっぱり優秀」と

いう面接委員の声は多く聞かれます。三つ目は一つの国に

偏ることなく、色々な国の留学生を支援して差し上げたい

という思いはあります。各地区では、各指定校に対し、

「1 カ国 30％以内に」などの要望を出して、多様な国か

ら採用するよう努力をしています。 

 



次に、採用基準項目についてです。 

全国統一の「選定基準と評価表」での評価により行いま

す。また現在は指定校推薦制度をとっています。 

ロータリー米山記念奨学会は、2012 年に公益財団法人

となりました。 それまでの奨学生の選考は各地区の主体

性が尊重されていたようですが、公益認定を取得したこと

により、より公平性・より透明性が求められるようになり

ました。 それを確保するため 34 地区共通の「選定基準

と評価表」が必要となった訳です。 又、指定校推薦制度

は、各地区米山選考委員会が指定校を選定し、学校説明会

を開き、要望を伝えるなど、米山にふさわしい学生を推薦

してもらうため努力をしております。 

 
今年度地区の方針ですが、先ほど見ました通り恐らく多く

のロータリアンの方が奨学生の中国人の割合を多い事を指

摘さると思います。ご指摘の通り先ほどの国別の表にもあ

ります通り事実多いです。今年度の面接時、私のグループ

は４割の方が中国の方でした。中国の方を優遇しているわ

けではないですが、応募の人数も多く・また国内の留学生

の数も多いからです。今まで地区では国・男女などは関係

なく面接時にコミュニケーション能力や学業の優秀性・ロ

ータリー活動の理解などで合否を決めておりましたが、一

昨年度からは大学からの推薦時に一定の条件を加えまし

た。また、もう一つは条件を満たす留学生がいる大学には

推薦枠を設ける事が大きく変わった点です。 

■推薦者の国籍が１ケ国５０％を超えない。 

■日本語の習得意欲にあふれ、コミニュケーション能力が

ある学生。 

■ロータリー活動を理解し、世話クラブ例会、家族との交

流、ロータリー諸行事に積極的に参加できる学生。 

■応募学生に係る大学がロータリー、米山奨学事業に対し

て協力的な姿勢を有すること。 

■米山奨学生、学友として将来にわたり母国と日本との架

け橋、交流を深める意欲がある方。 

などが指定校からの推薦条件になっております。その後、

１月に１日で面接を行い次年度の奨学生が決まって行きま

す。今年度の面接を行った学生も 100 人弱の面接を致し

ました。６班に分け、 1 班 15 名程度を一日がかりで面

接を致します。一人当たりの面接時間は 15 分~20 分で

す。面接終了後に各班より 3 名程度の推薦を行い決定し

ていきます。ただし条件がいくつかあります。 

・まず、配属された世話クラブの例会に毎月必ず出席する

こと 

・また年間行事が７回ほどありますので、各行事に出席す

ることも条件です。 

・そして、奨学生を卒業した後は、学友になっていただき

ます。学友については次に説明します。 

今年度は、世話クラブとの交流だけでなく、地区奨学生が

集まるイベントが中止になるなど、各所での交流が希薄に

なってしまいがちですが、その中で出来る限りの工夫をお

願いしています。来年度の受入奨学生数は、５３名です。 

 

次に寄付についてです。 

寄付金には普通寄付金・特別寄付金の 2 種類がありま

す。 米山奨学会への過去 20 年間の寄付金ですが、

2001 年には約 17 億円あった寄付金は、近年ではだい

たい 13～14 億円となっています。 

昨年度、2022 ｰ 23 年度の寄付金収入は 14 億 2,292

万円（前年度 13 億 4,579 万円）と、その前の年度から

7,700 万円増加となりました。米山奨学事業は、規模が

非常に大きい事業であるにもかかわらず、管理費は支出の

わずか 3％です。 

超低金利時代ということもあり、管理費が利子収入を超え

てしまうこともありますが、基本的には、利子収入で賄っ

ていくよう努めています。 

米山奨学会への寄付は大きく 2 種類です。 

クラブから会員数分を納める「普通寄付金」とそれ以外個

人・法人・クラブから任意で出す「特別寄付金」です。 

 
「普通寄付金」は、かつて米山奨学会が財団法人を設立し

ようとした際、当時の文部省はなかなか首を縦にふってく

れませんでした。そこで、普通寄付金の確約を国内全クラ

ブからもらい、安定財源とすることを約束したことによ

り、ようやく財団法人の設立の認可が下りたという経緯が

あるもので、大切な役割を担っています。 

「特別寄付金」は任意でしていただくものです。こちらは

個人やクラブ、法人の実績となり、表彰対象となります。 

 

 

 
 



 
 

これは、地区別の個人平均寄付額です。 

 
昨年度の全国平均は 16,960 円で、その前の年度より全

体で 989 円アップしました。 

最も高かったのは、第 2590 地区（神奈川県横浜市・川

崎市）で 27,903 円でした。一人あたりの平均は

15,032 円、全国で 15 番目のご寄付をいただきまし

た。皆さまのご協力に心より感謝申し上げます。 

皆さまのご協力に心より感謝申し上げます。 

 

次は、特別寄付者の割合です。 

 
棒の高さは会員数の多さを示しています。会員の中で、個

人として特別寄付をした人の割合が黄色い部分です。全国

平均は 47.3％、当地区は 32％でした。全国トップは第

2650 地区（福井・京都・奈良・滋賀）で、84％もの会

員が特別寄付をしています。 

寄付の裾野を少しでも広げることが理解を広めることでも

あり、地区奨学生採用数アップにもつながります。 

皆さんのご協力をよろしくお願いします。 

地区で採用できる奨学生の数は会員数が少ない地区は、

「寄付金総額」で大きな地区に及ばなくても、個人平均寄

付額や、特別寄付をする人の割合が高ければ、その分採用

数がアップする可能性があります。 

 

特別寄付について少しお話をします。先程の寄付について

でもお話いたしました様に、毎年クラブが決めた人頭割の

寄付が普通寄付です。クラブによって幅はありますが、年

間 15,000 から 2,000 円くらいと幅がありますが、この

地区の中央値は 4,000 から 5,000 円くらいと思われま

す。次に特別寄付についてですが、この地区は寄付金の総

額は全国一位です。勿論、会員数が多いこともその理由で

すが、以前に大口寄付があり１０年分割で奨学生の割当数

に寄与しています。今後数年で２７６０地区は現在の５０

人を超える割当数でなくなります。豆辞典にもあります様

に、奨学生の地区への割振りには、この特別寄付者の割合

が関連します。寄付額の少ない地区でも特別寄付者が多い

地区に多く割当がされるようになります。米山事業に関心

の多い会員を有する地区に多く割当がされます。そのよう

な事もあり 2760 地区ではガバナー賞にも個人寄付額

20,000 円・特別寄付者割合 80%の達成が入っています。 

他のクラブがどんな特別寄付割合アップの取り組みについ

て紹介します。とあるクラブは年度において理事役員会で

普通寄付の額を少し減額し特別寄付にする様にしたりして

います。私は、初め特別寄付は１０万円単位とばかりと思

っていましたが、それは違っています。寄付額はいくらで

も良いのです。名古屋空港 R C の皆様に是非全員の方の

特別寄付を呼びかけて、多くの方にこの米山奨学事業に積

極的参加いただきたいと思います。 

 

次に、学友会についてです。 

学友というのは、奨学制度を終了された方の会でありま

す。委員会活動でかなりの頻度でお手伝いをいただいてお

ります。（春・秋の研修会や忘年会など）奨学生の良き相

談相手にもなっているようです。米山学友会は日本に

33、海外に 10 あります。 

2023 年 5 月に、新たにベトナム南部（ホーチミン）を

拠点とする「ベトナム南米山学友会」が設立承認されまし

た。 

巣立った奨学生たちは、個人としてもさまざまな形で活躍

しています。教育や研究、NPO や NGO、起業する者な

どあらゆる分野にわたっています。 

米山学友会は２年に 1 回、世界大会が開催されていま

す。今回で３回目となる世界大会は今年８月５日・６日に

『再会・in 関東』を合言葉に、つくばの地で開かれまし

た。次回は２０２６年、ロータリアンの国際大会に合わせ

て、台湾で開催されます。 

豆辞典で学友の紹介をしています。あとでご覧ください。 

昨年度より、ロータリー米山記念奨学会の常務理事に当地

区の名駅ロータリーの神野重行様が就任されております。

今後も、米山記念奨学事業へのさらなるご理解と寄付をご

協力どうぞよろしくお願いいたします。 

 

第 5回理事役員会議事録 
日時： 2023 年 11 月 6 日（月）11：30～ 

場所： マリオットアソシアホテル 17F「楠」 

進行：伊藤康司幹事 

【会長挨拶】 

エンドポリオ募金 in 豊山町産業まつりに多数ご参加して



頂きましてありがとうございます。また 11 月に入りまし

たのでクールビズは終了とさせて頂きます。 

【報告事項】 伊藤康司幹事より資料に基づき説明 

① １１・１２月例会行事について                      

原田副会長より資料に基づき説明 

② 古坐 栄一（こざ えいいち）君 入会式について 

本日入会式を実施します。 

③ 10/22 エンドポリオ募金活動、寄付(\21,719)のお

礼について。RI のポリオ基金に送金致します。 

④ 補助金事業「豊山町鍵盤ハーモニカ贈呈式・演奏会」

について。北園社会奉仕委員長より資料に基づき説

明。当日は豊山町主導になり、卓話も持ち出し例会で

時間の限りもあり 20 分ほどでお願いしてあります。 

（伊藤康司幹事より）服装はノーネクタイで問題ありませ

ん。卓話者は後日ご報告します。 

⑤  ロータリー希望の風奨学金への支援金について 

 伊藤康司幹事より資料に基づき説明 

本日より支援金を募りたいと思います。 

⑥ 広島空港 RC３０周年記念式典並びに第 25 回全国空

港 RC フォーラムについて。伊藤康司幹事より資料に

基づき説明「広島空港隣接の場所になります。春の家

族会も兼ねたいと考えています」。出欠も本日から取

り纏めたいと思います。2 次会について先方に聞いた

ところ、場所は辺鄙なところにありますので、一度市

内に戻りホテルチェックイン、その後に市内にて開催

することを計画しています。その他にご希望があれば

教えてください。 

【討議事項】 

① 寄付金、送金方法等 取扱いについて 

伊藤康司幹事 寄付金の領収書は出ないかという声もあ

るので皆様と共に方向性を決めたいと思います。 

[入谷宏典君より報告]特定法益財団である RI（ロータリ

ー財団）にわたる寄付に関しては領収書が出る。地区に対   

する寄付は領収書が出ません。 

阿萬会長: 今回討議させて頂いたのは、個人寄付とした

場合、災害地区の指定ができないこと、ガバナー月信の

報告にクラブ名が載らない事にあります。 

杉本君: 個人寄付に関しては確定申告で控除対象となる。 

阿萬会長: 今年度については、ロータリー災害救援基金

への寄付とし、個人ごとの寄付金領収書への反映とする

方法を取りたいと考えています。 

② メークアップについて（現状） 

時間がないために割愛（次月に持ち越し） 

【審議事項】 

① 年末家族会（12 月 11 日 (月) ）夜間例会予算の件 

 大野委員長より資料に基づき説明 

伊藤康司幹事：会費も値上げさせて頂いていますので

還元もしていき、例会でも会長、親睦委員長からアピ

ールもお願いしたい。 

阿萬会長：各箇所で予算を越えている部分ありますが、

一度中間報告を致します。 

② 2023-24 年度 指名委員会委嘱の件の件 

  伊藤康司幹事より資料に基づき説明 

③ 戸谷 仁美（とたに ひとみ）君 入会の件 

  伊藤康司幹事より資料に基づき説明 

  特に異議無しで告示させて頂きます。 

【依頼事項】（全て伊藤康司幹事より資料に基づき説明） 

① 2023-24 年度 指名委員会 

名古屋ﾏﾘｵｯﾄｱｿｼｱﾎﾃﾙ 17 階「オーク」18:00～ 

出席予定者：指名委員 

② 2023-24 年度国際ロータリー第 2760 地区大会 

大会 1 日目 名古屋ﾏﾘｵｯﾄｱｿｼｱﾎﾃﾙ 15：00 受付開始 

出席予定者：会長・幹事 

大会２日目 名古屋国際会議場 10：00 受付開始 

出席予定者：役員・理事及び入会３年未満の会員 

③ 第３回補助金委員会   

ｶﾞﾊﾞﾅｰ事務所会議室 16：00～17：30 

出席予定者：入谷地区補助金委員 

② 2023-24 年度 東尾張分区 第２回会長・幹事会 

ホテルオークラ名古屋 桃花林 14 階「光の間」 

受付 17：00 開会 18：00          

出席予定者：阿萬会長、伊藤幹事 

③  香港九龍 RC62 周年記念式典 

前夜祭 11/16 ㈭ 歓迎ディナー 

62 周年式典 11/17㈮ 

出席予定者：安川国際奉仕担当副委員長、真城副幹事、 

伊東君、暮沼君、早川君、菅沼君、井上君 

④ 2023-24 年度 国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2760 地区  

青少年交換プログラム 

【2022-23 年度派遣学生帰国報告会】 

Zoom 会議 14:30 ～ 16:30  

出席予定者：阿萬会長 

⑤ 春日井創立 55 周年記念事業 春日井市民会館

14:00～   出席予定者：希望者 

⑧ 2760 地区 RLI 会長エレクト研修パートⅢ 

 名鉄グランドホテル      9：00～17：00 

 出席予定者：近藤会長エレクト 

⑨ 第３回資金推進委員会     

ｶﾞﾊﾞﾅｰ事務所会議室     16：00～17：00 

出席予定者：安江地区資金推進委員 

 

［次回開催日時・場所］ 

日時：2023 年 12 月 4 日 (月) 11：30〜    

場所：名古屋マリオットアソシアホテル 17F 「楠」 

 

 

 

 
 
 

 
 
 


